
2款　1項　18目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　18目：コミュニティセンター費

56

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

11,910千円 11,352千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 旅費

普通旅費 3千円

10 需用費

消耗品費 411千円

修繕料 1,550千円

12 委託料

機器保守点検委託料 125千円

施設維持管理委託料 20,643千円

13 使用料及び賃借料

清掃用具賃借料 343千円

17 備品購入費

庁用器具費 187千円

23,262千円

事業の概要

施設の維持管理・運営を行います。
・館全体の安全を確保するため、管理員による館内巡視、駐車場の誘導等を行います。
・貸館施設の予約受付、使用料の徴収、利用者要望に対応した運営を行います。
・機械設備等保守点検を定期的に行い、利用者が快適に過ごせる施設管理を行います。

令和4年度　当初予算要求事業内容説明書

施策2　コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います

事業 佐倉コミュニティセンター管理運営事業

担当所属 ミレニアムセンター佐倉

予算要求額
（財源内訳）

23,262千円

基本施策1　コミュニティ

第5章　市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち（市民参
加・自治体運営）

事業の目的

・佐倉地区のコミュニティ施設として、地域活動の推進を図ります。
・市民グループ等の活動場所として、市民活動の推進を図ります。
・災害時には被災した市民のための施設として提供する市民風呂を維持管理し、市民サービスの向上を図り
ます。

事業の効果

・佐倉地区の地域活動の中心的な施設として整備することにより、地域活動やボランティア活動を活発化する
ことができます。
・佐倉市内の公衆浴場の一つである市民風呂は、駅前という立地条件から佐倉地区以外からも利用者があり
ます。
・有料で提供する市民風呂を、災害時には被災した市民のための施設として提供し、安全安心なまちづくりに
繋がります。

節 説明

職員の出張に要する交通費

市民風呂用塩素等

施設修繕費

ピアノ保守点検委託料

市民風呂管理清掃、庁舎管理業務委託料

マット、モップ賃借料

ワイヤレスマイクの購入

計



【活動指標・成果指標】　

指標名 令和4年度計画値

佐倉コミュニティセンター利用開館日数 333日

ホール、会議室等貸館の利用件数 6,040件

佐倉コミュニティセンターの利用状況 73.30%

佐倉コミュニティセンター利用者数 83,160人


